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１．はじめに 

今から五十年前に，当時若手の言語心理学者であった安本美典は，雑誌『言語生活』(1963.2）に「漢字の将来

―漢字の余命はあと二百三十年か―」と題する論文を発表した(1)。その内容は，統計的な推測によれば，小説中

の漢字の含有率は，西暦 2190 年頃にゼロになるというものであった。この論文は，日本語学者の野村雅昭が日

本語の将来を論ずるときの基本文献としているように(2)，その後の漢字論・日本語表記論に大きな影響を及ぼし

た。本報告では，この論文における安本の回帰分析を再検討し，彼の導いた結論の問題点を指摘する。さらに，

戦後の出版物における漢字含有率の推移を宮島達夫の論文(3) などを参照して考察する。 

 

２．安本美典の分析と結果 

2.1 安本美典の調査方法 

小説の文中に出現する漢字含有率を調べ，それをもとに統計的推計を行った。1900年から 1954年までに発表

された，100 人の作家による 100 編の小説から各 1000 字を抽出して，その漢字含有率を調べた。小説は，筑摩

書房刊の『現代日本文学全集』から一人の作家につき一作品を選び出している。調査年次は，欠けている年もあ

れば，最大 6編を調べている年もあるが，年次ごとの漢字の数が表として掲載されている（安本第１表）。(1) 

2.2 安本美典の分析結果 

 原データを 5年ごとに区切って，漢字含有率の平均値を求めたもの（安本第１図）と原データ全体を対象にし

て，回帰分析したもの（安本第 2，3，4図）がある。以下では，まず彼の回帰分析の結果を要約する。説明変数

xを「西暦年数」，目的変数 y を「千字中の漢字の数」として，最小自乗法により回帰式を求めている。 

・線形近似： y = －1.241 x + 2726.17            （１）   (安本第 2図) 

・指数近似： y = 360.17 exp (－0.0038659 x + 7.34521 )     （２）    (安本第 3図) 

・dy /dx = －a /y ： y ^2 = －1074.14 x + 2181603.11       （３）   (安本第 4図) 

安本は，漢字の使用の度合は，ほぼ直線的に減少している，将来も直線的に減少すると考える，という二つの

仮定をおいて，（１）式を求めた。（１）式によれば，50年ごとに約 62字ずつ減少していき，2000年には漢字の

含有率は 23.8%（小学校 5年生の国語の教科書と同程度），2191年中には，漢字の含有率はゼロとなる。 

（２）式は，（１）式に対する，一つの補正である。漢字が少なくなればなるほど，漢字保護の運動が高まり，

漢字の減少の勾配は緩やかになる可能性がある。漢字減少の勾配 dy /dx は，そのときに用いられている漢字 

の使用度 y に比例して小さくなると考える。この場合には，dy / dx =－by の微分方程式が成り立つ。未定定数

を最小自乗法で求めれば，これは指数近似を適用したことになる。（２）式によれば，2000 年で 24.5%，2600

年で 2.4%の漢字含有率となる。 

 （３）式は，（１）式に対する，もう一つの補正である。漢字が少なくなればなるほど，漢字を減少させようと

する勢力が力を得て，漢字の減少の勾配は急速になる。漢字減少の勾配は，そのときに用いられている漢字の使

用度に反比例して増大すると考える。この場合には 2000年で漢字の含有率は 18.3%，2031年でゼロとなる。 

安本は（２）（３）は両極端であり，当時の段階では，漢字含有率は（１）式で表されるようにほぼ直線的に減

少していくと結論づけた。 

図１は，著者が安本の第 2，3，4図を原データに基づいて作成して一つの図にまとめたものである。 
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図 1 安本の論文の第 1,2,3図を原データに基づいてまとめた図 

 

 図１で，（１）が回帰直線を表す。ただし，回帰式は，y = －1.264 x + 2765.4 であり，安本の式と比べると，

回帰係数と切片の値が若干異なった値が得られた。そのため，漢字含有率がゼロとなるのは，2187年となる。 

 

３．宮島達夫の分析と結果 

3.1 宮島達夫の調査方法 

 国立国語研究所の日本語学の室長である宮島達夫は，安本による漢字の将来の推定が正しかったどうかを調べ

た結果を雑誌『言語生活』(1988.3）に「『漢字の将来』その後」と題する論文で発表した。(3) 

調査対象は安本と同様に小説とし，芥川賞受賞作品（『文藝春秋版』）を選んだ。1935年から 1985年までに受

賞した 94人の作家による 94編の小説から各 1000字を抽出して，その漢字含有率を調べた。ただし，1945年か

ら 1948年は受賞作品がない。また，該当作が 1作しかない年もあれば，４作ある年もある。原データは，年次・

受賞作・字種ごとの字数からなる表として掲載されている（宮島の原表） 

3.2宮島達夫の分析結果 

 漢字含有率を 5 年ごとに区切って平均した結果の表を図にしている（宮島図 1）。図 2 は，著者が宮島の表 1

に基づいて作成した，宮島の図 1である（雑誌と新聞のグラフは除く）。宮島の分析では，20 世紀前半に漢字が

減る傾向を見せた点については，安本と結果が一致したが，漢字の含有率が減ったのは 1960 年までで，それ以

後は減っていない（ほぼ横ばい），という結論を得た。これは，1946 年の「当用漢字」（1850 字）から 1981 年

の「常用漢字」（1945字）への変化に象徴される，言語政策の保守化に対応する，としている。 
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図 2 宮島の図 1   

 

４．安本の分析の問題点と結果の検討 

 安本の論文の分析で，まず問題となることは，原データの散布図および相関係数，決定係数（単回帰の場合は

相関係数の 2 乗），分散分析の結果が載せられていないことである。これらは今では表計算ソフトを使えば容易

に求まる。散布図と回帰直線を図 3 に示す。相関係数は －0.377 で，やや相関がある程度であり，決定係数は 
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0.114 である（回帰式 y = －1.264 x + 2765.4 ）。安本のデータを分散分析した結果を表１に示す。 

          

100

200

300

400

500

1900 1920 1940 1960

漢
字
の
数

年
        

               図 3 安本のデータの散布図と回帰直線 

                     

表１ 安本のデータの分散分析（Excelによる） 

                       

 

表 1によれば，確かに回帰係数の傾きは有意ではあるが，決定係数は 0.114であるから，図３に見るよう

に，回帰直線の当てはまりの程度はきわめて悪い（線形回帰は説明モデルとして弱すぎる）。安本は，散布

図や決定係数を示すことなく，さらに回帰直線を原データの調査年間の 5倍も 2200年頃まで外挿して，小

説中の漢字の含有率を予測している。決定係数が 0.5以下のより小さい場合は，分散分析表の F検定が棄却

されたからといって，回帰式を予測に用いるのは要注意である。なぜなら，F 検定では単に回帰係数が 0

ではないといっているにすぎないからである。回帰係数が 0でないからといって，予測に役立つわけではな

い。(4) さらに，線形回帰分析においては，回帰式はあくまで観測されたデータに基づいて求められたもの

であり，データが異なれば回帰式も当然異なったものになることに注意しなければならない。したがって，

因果関係を論ずることなく，原観測データ範囲を大幅に超える説明変数を用いた，外挿による回帰予測は，

信頼できない結果を生ずることに注意すべきである。図 3 の散布図と決定係数の値 0.114 が論文に載せら

れていたら，多くの人は安本の大胆な外挿に疑問をもったと思われる。 

安本の論文は，『文章心理学の新領域』にも収録されている（回帰式と図には変更はない）。(5) その「用

語のてびき」で【最小自乗法】【回帰】などを説明しているように，安本は計量言語学の専門家でもある。

その彼がなぜこのような分析結果を発表したか，また 1963年から 2001年に至るまでの論文や著書(6) にお

いて，この問題に関する説明の補足や訂正は一切されていないなど，疑問が残る。さらに，国立国語研究所

言語計量研究部長を務めた野村雅昭は『漢字の未来』という著書の中で，統計的分析方法を検討することな

く，安本の結果をそのまま掲載して，「漢字はなくなるか」を論じている。(2) 安本の論文は，2009.12.7 の

朝日新聞の記事(7 ) や 2011年の田中克彦の著書(8) に見られるように，今でもかなりの影響力がある。 

回帰統計
重相関 R 0.337005
重決定 R2 0.1135724
補正 R2 0.1045272
標準誤差 50.572526
観測数 100

分散分析表

自由度 変動 分散 分散比 有意 F
回帰 1 32113.282 32113.282 12.556118 0.0006068
残差 98 250642.88 2557.5804
合計 99 282756.16

係数 標準誤差 t P-値 下限 95% 上限 95%
切片 2765.3779 688.51426 4.0164424 0.0001159 1399.0437 4131.712
X 値 1 -1.26432 0.3568038 -3.543461 0.0006068 -1.972386 -0.556255
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５．宮島のデータの回帰分析 

 宮島は，安本と違って，相関係数を求めている（安本のデータで －0.377，芥川賞の作品で －0.463）。しかし，

回帰分析は行っていない。そこで，1935年から 1985年の原データに基づいて，線形単回帰分析を行うと，回帰

式は y = －1.711x + 3652.2，決定係数は 0.214 である。このとき，安本と同様に外挿すれば，2135年に漢字は

消滅するという結果が得られる。他方，1955年から 1985年のデータを用いて，回帰直線と決定係数を求めると，

y = 0.112x + 54.84，相関係数 0.02，決定係数 0.0004 となり，漢字含有率はランダムに散布していることがわ

かる（平均値は 27.6%）。また宮島は，1988 年の時点では，日本語ワープロの普及が漢字の使用にどのような効

果をもつかを推定するのは困難である，と述べている（注：ワープロソフト「一太郎」の販売は 1985年）。 

 

６．戦後の出版物における漢字含有率の推移 

● 新聞 

1955年 朝日・毎日・読売 46.6%，1966年 朝日・毎日・読売 38.7%  (9) 

1971年 共同通信 46.1%，(9)    1993年 朝日 41.5%  (10) 

2003年 日経・朝日・読売社説 42.1%，2011年 河北・朝日・読売社説 43.4%  (11) 

● 雑誌 

1963年 週刊誌 週刊新潮 43.6%  サンデー毎日 34.5%  女性自身 28.7%  (9) 

   1966年 中央公論 37.8%，1976 年 中央公論 38.0%  (3) 

   1980年 週刊誌 政経系 38.3%，新聞系 32.1%，出版系 32.0%，大衆系 29.5%  (9) 

   1991年 若者向け雑誌 20%  (12) 

● 辞典：漢語の収録比率 

1956年 例解国語辞典 53.6%，1969年 角川国語辞典 52.9%  (9) 

    2002年 新選国語辞典第 8版 49.1%，2008年 新選国語辞典第 9版 49.4%      

安本による予測では 2013年の漢字含有率は 22%である。しかし，実際にはそれほどまでには減少していない。

現在では漢字の含有率がおおよそ 30～40%であると読みやすいことが経験的に知られている。コンピュータと仮

名漢字変換ソフトの開発と普及によって「漢字仮名交じり文」は，現代日本語の表記法として完全に定着し，今

日の漢字含有率の安定（30～40%）をもたらしているといえる。(13) 

 

７．おわりに 

回帰分析法は実験や卒業研究でよく使われる統計的方法であるので，安本の分析は今日の統計・情報教育への

有益な教訓を含んでいる。回帰分析では第一に散布図を描き，相関係数と決定係数を求めておく必要がある。 
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